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窒素9質1量相違に対する水稻晶種の

　　　　　　感応度に関す乏研究

安　川　偉　朗
　　島検大学教育学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿緒　　　言

　　　　　　　　（1）
　1842年Pusseyによつてアソモニア塩が植物に対し極めて有効なることが観察さ牝，爾

来アンモニア塩の肥料製造利用が行わ牝ていたが19世紀末期に至り硫安の生産利用が特に旺
　　　　　　　　　　　（1・2）　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

んになり茅我が国に於ても明治20年頃より之が輸入利弔が行わ牝た。之が国内生産は明治38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）一
年に始まつた。硫安の酸性に麗しKossow1tch氏により研究さ牝，その後多くの人々によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）’
り幾多の研究が行わ牝た。水稲に就いても，麻生氏は之を連用するとも左程の不良結果を認
　　　　　（6）
めす，松木氏は水田では酸性の心配は殆んどないものと考えてよい多然るに之に対する有害
（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）

説も行わ牝ている。斯くの如き両説の中にあつても婁その消費額は窒素源工業肥料の主位に

ある。

　石次窒素は1873年，Meyer氏により製出さ牝たが，工業的生産は1895年普露西亜に始ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
り多肥料とLて用い牝のは1901年以降である。我が国に於ては，明治43年，日本窒素肥料会
　　　　　　　　　　　　　　（2）
社により製造販売が始められた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s）　その肥効は窒素質化学肥料中，最も永続し且つ水田では肥効が高い。而も塩基性である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
にかかわら赤国内消費量は，第1表に掲げる通り，硫安消費量の25ヌ6内外に止つている。

　　　　第1表　　戦前及び戦後に於ける我が国に於ける主要販売肥料の消費見込額（頓）

昭和12年～16年5ケ年平均　　　　　　　1・142・628　254・598　　66・838 1，234．173　　　　　　　　　　　　　　74，236

昭和23年　　　　　　888．520　227．801　　　　　　280．478　910．065　　1．996　　43，890

備考　昭和12～16年の数値には沖縄を合む。本表は農林省食糧庁技官安部厳毅氏に依頼集計を1乞うた

　　　　ものである。

斯の如く・石次窒素利用臨低ぎ所以は，その歴史が新しく1原肥便用1価額等の点にも存
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）（6）
するであろうが1その段当便用量限度5～6貫が，一般に厳守さ牝つつあるごとが，見逃せ

ないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工O）（u）
尿瓢久しく植瞥対し有害であるとさ牝鮎独乙に於蔚兎早1・第・次大戦中に
肥料に供されてvサ。丁工a任ant，G，et　Bezssonof　N，氏等は，尿素がアンモニア塩類に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（i4）
比L肥効勝札ることを説き，続いてKostytschew，S氏亦植物に良好なること，及び肥料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
工業生産化の重要性を述べた。水稲に就いては，麻生1吉田氏等ば昭和3年に，施用量相当

（段当3貫使用実験）量多き・にかかわらす，害作用認めら牝す，窒素源として優良であると
　　　　　　（16）
報告し山口氏は実験の結果より，使用一同当量に余り多量ならざるを要す，と。

　我が軍に於ける生産は・昭秤13牢東洋高圧工業会社によつて靖めら柞たがぞ肥＊千的生産1の
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■ 過燐酸石灰 P．0．1aO
塩 化　加　里 K20肌O
藁 堆 肥

一

品種名1熟 性 1草状型 1程 長t穂 数

近畿33号 早 生 穂数型 83cm。 ’18本．

ノヘ 弟茸 早 生 穂重型 100 13

農林6号 早 生 穂数型 89 18

農林22号 早 生 穂重型 93 16

愛　知 旭 晩 生 穂数型 83 14’

亀治1号 晩 生 穂重型 101 10
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　　深層施肥を図つ牝。6月10日以降灌水し，腕窒現象防止に資し，18目代掻1地均を完了し

　　た。各小区に水稲6品種を，2区制として植付け牝。

　α　育苗及挿秩，本校苗代に於て，毎年，5月7目播種し育苗目数45日にして茅6月20

　　g寸×8寸坪・50株1株2本植えを行つ牝。

　吐　管理，申耕除草は，総て手取りにより，7月上1中1下旬の3回に亙つて，各々同一

　　目に完了。

　e　7月3日及び9月1日1単位制25株につき，草丈と璽数調査をとげ，叉萬穂調査も行

　　つ牝。各々収穫期に於て，100株毎の草丈，及び有効童数の調査を行い，収穫後，各小

　　区品種毎に全株につき収穫玄米並に藁乾重につき，調査を行つ牝。

　　　　　　　　　　　　　　　　I皿実験緒果

収穫期以後に於ける実験絡果の，3ケ年平均を示せば，第4表の通りである。

　　　　　　第4表　　窒素の相異に対する水稲品種の発育末馴c於ける感応度実測値

　　　　　　　　　区品　項　　　別
窒素少量（1〆） 窒素中量（2〆） 窒素多量（3〆）

使用区 使用区 便用区
石灰 石灰 石灰

単　位
種　　　目 硫安

窒素
尿素 硫安

窒素
尿素 硫安

窒素
尿素

草丈． 76．01 7296　　7500　　8436　　8056 8212 8750 82．21 8440 Cr皿

近畿33号
茎数 15．10 1415 1490　1810　1615 1750 1980 16．90 2025 本

米収 2．610 2401 2558　2872　2767 2845 2995 2．846 3．028 段当石

藁収 463．10 435．31 45010 5139549085 50410 54645 518．65 541．50 段当駈

草丈 82．75 88．20 9052 10035 97．32 98．00 10572 101．85 104．88

八　　雲
茎数 12．85 12．20 1255 1345 12．55 13．25 1390 12．80 14．20

米収 2．427 2．375 2898 2．891 2．820 2．822 2920 2．855 3．012

藁収 509．40 490．90 49552 564．50 551．08 550．2⑪ 60670 607．00 602．12

草丈 78．96 99．80 77．56 88．20 89．72 85．12 91．20 95．02 90．52

農林6号
茎数 16．OO 15．84 16．02 18．90 18．12 18．58 19．65 19．35 19．70

米収 2．714 2．630 2．662 3．028 2．922 2．986 3．053 3．060 3．054

藁収 578．90 555．82 563．48 606．66 592．60 602．02 625．20 603．40 615．90

草丈 89．68 90．40 88．92 94．24 96．52 82．72 96．51 98．75 95．02

農林22号
茎数 1520 14．65 14．80 16．OO 15．90 15．90 16．42 15．85 ｝16．46

米収 2．871 2．845 2．793 3．027 2．923 2．976 3．056 3．058 3．079

藁収 666．80 676．02 653．01 722．09 723．04 717．54’ 745．50 753．06 736．04

草丈 78．30 80．60 76．22 82．85 85．92 81．30 85．10 88．22 86．66

愛知旭
茎数 14．05 14104 13．75 16．30 16．45 16．32 18．10 17．98 18．琉

米収 2．820 2．791 2．767 3．027 3．054 3．Oひ1 3．106 3．341 3．133

藁収 574．12 574．50 569．52 680．62 717．7⑪ 671．04 750．04 778．06 763．78

草丈 95．76 97321 94．25 98．82 101．OO 97．32 100．52 102．48 98．82

亀治1号
茎数 9．80 9．82 9．82 10．72 10．75 10．87 11．28 11．32 11．46

＊収 2．636 2．638 2．610 2．819 2．845 2．766 2．872 3．080 2．871

藁収 643．38 645．20 624．46 671．30 694．50 657．45 712．30 732．45 727．1O

1上表中，近畿33号の，・硫安少量区の草丈・璽数1玄米段当収量。及び藁収量を標準とし

各区1各晶種間の比較値を算出す牝ば，第5表のように在る。
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第5表 晶種近畿33号の碗安少肥（段当N．1〆）区の実数値を標準とした各区。晶種間比較値

　　　　　　区晶　項　　　別
窒素少量（1〆） 窒素中量（2〆） 窒素多量（3〆）

使用区 使用区 僕用区　・
傭　　　考

種　目＼ 硫安
石灰

尿素 硫安
石灰

尿素 硫安
石灰

窒素 窒素 窒素
尿素 生育期間 草状別

草丈 100 96 98 111 106 108 115 108 111

近畿33号
茎数 100 94 99 120 107 115 131 112 134

米収 100 92 98 110 106 109 115 109 116
て

藁収 100 94 97 111 106 109 118 112 117

草丈 122 116 119 132 128 129 139 134 138

八　　雲
茎数 85 81 83 89 83 88 92 85 94

米収 93 84 91 111 108 108 112 109 115

藁収 110 106 107 122 119 119 131 131 130

草丈 104 105 102 116 118 112 120 125 119

農林6号
茎数 106 105 106 125 120 123 130 128 131

米収 104 100 102 116 112 114 117 117 117

藁収 125 120 121 131 128 130 135 130 133

草丈 118 119 117 124 127 122 127 130 125

農林22号
茎数 100 97 98 106 1⑪6 106 ’109 ．105 109

米取 110 109 107 116 112 114 117 117 118

藁収 144 146 141 156 157 155 161 162 1591

草丈 103 106 10つ 109 113 107 112 116 114

愛知旭
茎数 93 93 91 108 109 108 120 119 121

米収 108 107 106 116 ’117 115 119 128 120

藁収 124 124 123 147 155 145 162 168 165

草丈 126 128 124 130 133 128 132 135 130

亀治1号
茎数 65 65 65 71 71 72 75 75 76

1釆収 101 101 100 108 1⑪9 106 1iO 118 110

藁取 139 139 135 145 15⑪ 142’ 154 158 ．157

上表より，全品種1生育期間別・草状別並に肥料種類毎に茅夫々，平均価を求めると・第

6表が得ら．牝る。

　　　　　　　　　　　　　　　．第6表　比較値乎均価、

二　　　区要べ別 窒素少量施用区（1〆） 窒素申量施用区（2〆） 窒素多量施用区一（3〆）

艘嚢 尿素 平均 碗安
石灰

尿素 平均 硫安
石灰

窒素’ 窒素
尿素 平均

孔全品種綜
合 草丈 112 112 110 111 120 121 118 120 124 125‘ 123 122

茎数 92 一89 90 90 103 99 102 101 110 105 111 106

米収 103
◎9

101一 101 113 111 111 112 116 116 116 116

藁双 124 122 121 122 135 136一 133 135 144 144 144 144

b．生育期間

別 草丈 111 106 109 109 123 114 119 1119 127 121 125 124

早生種 茎数 93 88 91 91 105 95 99 99 112 99 113 一108

米収 97 89 95 94 111 107 109 109 114 109 116． 113

藁取 105 100 102 102 117 114 114 115 125 122 124 124



鑓

草丈 111 112 110 111 120 123 117 120 124 128 122 125

申生種 茎数 103 101 102 102 116 113 115 115 120 119 120 120

米収 107 107 105・ 106 116 112 114 114 117 117 118 117

藁堺 135 133 131 133 144 143 143 143 148 146 146 150

草丈 115 117 112 1ユ5 120 124 118 121 121 126 122 123

晩生種 茎数 79 94 73 82 90 90 90 90 97 97 99 97

米収 105 104 103 106 112 109 111 111 115 123 115 118

藁収 132 132 129 131 146 153 144 148 158 163 161 161

C，草状別 草丈 103 102 100 102 109 112 109 110 116 116 115 116

穂数茎 茎数 100 97 98 97 118 112 115 115 127 120 129 125

米収 103 100 103 102 114 112 113 113 117 118 118 118

藁収 116 113 115 115 130 130 128 129 138 137 138 138

穂重型 草丈 122 121 120 121 129 129 126 128 133 133 131 132

茎数 86 81 82 83 89 87 89 88 92 88 93 92

米収 101 98 99 99 112 110 109 110 113 115 114 114

藁収 131 130 128 130 141 142 139 141 149 150 149 149

　以上第4，5，6表によると，玄米叙量に及ぼす効果は，（a）全品種綜含平均値1よりみると，

窒素用量少ないときは，硫安・尿素・石灰窒素の煩位にあるが，用量増加に伴い夕較差が滅

じ，順位差がない。．

　却ち，綜合的には，水稲に対する3種肥料の優劣がつげ難い。　（b）然るに草状別にみる

と，窒素用量少底いときには，依然として順位に変りがないが，用量増加に伴い，石灰窒素

1尿素・硫安の順位に逆転する傾向がある。（C）更に生育期間別によりみると，早生種ぱ，

窒素量如何を間わす，硫安1尿素1石灰窒素順であるが，申生種は，窒素少量のとき，硫安

1石灰窒素・尿素順1で，多量区にあつては，尿素・石灰窒素1硫安順に変り，晩生種ば，少

肥の場合，硫安1石灰窒素。尿素の順位であるが，多窒に至り，石灰窒素1尿素1硫安の順

となる。（d）個々の晶種についてみると，近畿33号1八雲は少量窒素を用い牝とき，硫安適

種であるが，愛知旭は，窒素用量多くなるときク石灰窒素適種の如く晶種の感応度は肥料の

質1量差により異なる。

　玄米生産率は早。申1晩生間による，変移は明でないが，穂数型のものは，穂重型に比し

高く，且つ窒素用量増加の効果が大である。

　藁収量は，玄米収量の増カロに概して随伴するが，玄米収量に対する，草丈・童数の増加度

は，璽数に於て災より密接なる関係にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　W考　　　察
　　　　（重0〉

　著者等は，気象環境に対する，水稲晶種の感応差を認めたが，本実験により，硫安1石灰

窒素1尿素を夫々窒素分を，11213貫施し牝水田に水稲晶種を栽植し牝場余にも，品種の

感応差が確めら牝牝。叉3種の各肥料とも，相当量施用にかかわらす，玄米絶対収量は増加
　　　　　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）（6）
し牝。却ち，硫安の有害度は認めら札す，水稲肥料として差支えないとの，同一緒論に達し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）（6）
牝。石灰窒素に於ては，従来に於げる使用制隈は，便用方法並に晶種によつて，より拡大す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）（11）’　　　　　　　　．　　（14）（15）
ることができる。尿素は自体が植物に有害であつても，肥料的効果が大であるとする説は明

確である。

綜括的ら　3種肥料り有為差は認め難い。然りとす牝ば将来に於げる生産及利用度は，過



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍾

　　　　（9）
妻の実績を修正するであろう。

　草状別にみると，概ね穂数型に属するものは，石灰窒素・尿素1硫安順に効果が挙り多穂

重型に於ては，順位反転の傾向にある。次に，生育期間別によりみると，早生種程，叉窒素

用量少きとき程，硫安1尿素1石灰窒素順にあるが晩生且つ多畳窒素区に傾くに伴い，有効

順位は反対となる。

　斯る順位差，変移の現象は，主として肥料の分解に伴う，土壌溶液差に対する品種の特異

性に墓くのであろう。特に水稲最適吸収窒素形態溶液に達する肥料の溶解1分解遠度と，肥

料成分の土壌吸着差の関与が最たるものであろう。却ち，早生種は，短期間内に窒素の摂取

が行わ牝なげ牝ばならぬが，硫安はこ牝に適し，石灰窒素及び尿素は不適の状態にある。石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
灰窒素は，土壌のC－N比率を高めて土壌の窒素汲着に有利であるが，尿素は土壌に吸着さ

れ難い。晩生種は生育期間長く，その間石灰窒素尿素も分解し窒素分の摂取も局度に及び，

石灰窒素は硫安に比し土壌によく吸着さ牝，尿素の一部ぱ流失あ機会が存し牝であろう。
　　　　　　　　　（8）石灰窒素の肥効が高いといわ牝るのは蓋しその分秤速度9緩徐であるごとフ及ホ土壌の筆

素分保蓄に有利であること等によるのであろう。今我が国農事試験場で行わ牝牝石灰窒素と

硫安との肥効比較実験成績中，地区代表的Z）ものを集め，硫安対石灰窒素の玄米段収比を求

むれ。ば次のようになる。

　　　第7表　　我が国地区代表的農事試験場に於ける硫安並に石灰窒素肥劾比較試駿比較

農事試験場名 実施年次 実施年数 石灰窒素 碗安収量 硫安対石灰

収　量 窒素比
北海道1 犬正9～12 4 2，902 2，694 99

岩　　手 〃11～13 3 2，648 2，589 102一

埼　　玉 〃7～11 5 2，493 2，416 103

愛　　知 〃2～4 3 2μ2 2，800 105

奈　　戻 〃6～12 7 3，471 3，319 104

徳　　島 〃7（ゴ10 4 2，351 2，018 117

鹿児島 明治42～4
大正 7 2，902 2，694 108

　却ち，分解速度の緩徐であろう，低温地帯は石灰窒素効率低き・を示している。’このことは

晩生種並に多用窒素時に於ける石灰窒素の効果を託明するものの如し。

　個々の晶種は・肥料の種鶴並に用量により夫々の適掌が認めら牝牝・

　玄米収量は草状上穂数型ものが生産率高く，この種，型に於ては窒素用量増加に伴う効率

が大である。

　藁収量は玄米収量に概ね随伴するが，藁収量要素中，特に玄米収量に対し草丈よりも璽

数増加が，一層関係が大である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　V摘　　　要

　要するに，水稲代表晶種を用い，硫安1石灰窒素。尿素3種肥料の用量を異にし牝，水田

に栽培し水稲発育に対する影響を調査した。その成績によれば，

　（一）窒素質肥料の質1量による土壌環境相異下の，水稲品種の感応度鱒明に存する。

　（二）　3種肥料何牝も威分段当3貫の多きにかわらす，玄米絶対収量増加を示し牝。

　（三）　3種肥料の有為差はつけ難いごの点より将来3者の生産利用比は変化を来すであろ

う。

但し硫安は，早生種に比較的少量用いた場合に効果的である。石灰窒素は用量増加のとき，



地o

並に穂数型に，特に晩生種に窟切であり，睡地に於ても此の傾向が存する。泉素は観しで硫

安石灰窒素の申間に位する。

　（四）玄米収量ぱ，生育期間の長短影響は，認め難いが草状による穂数型の窒素多用が効

果的であり，藁の増産を前提とし，藁生産要素の申草丈伸長に比し，董数増加が玄米収量に

より密接関係にあるものの如し。
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